地域で、学校で、皆で考えよう！文化の多様性！

『文化多様性条約（文化的表現の多様性の保護及び促進に関する条約）』をご存知ですか？
https://www.mext.go.jp/unesco/009/003/018.pdf
（上記に日本語仮訳が有ります。Ctrlキーを押しながらクリックしてください。以下同様です）

各国が自国の文化的表現の多様性を保護し、促進していくことを目的に、2005年、UNESCO総会で採択されました。2007年に発効し、これまで152ヵ国・機関が批准しています。アジアでも多くの国が批准していますが、日本はまだ批准していません。

このような状況の中、この度、UNESCOではアジア各国の言語の字幕付きの動画6本（各２～3分程度）を作成しました。日本語の字幕版がUNESCO北京事務所から送付されてきましたので、共有させていただきます。是非、地域で、学校で、個人で、活用してみてください。Ctrlキー押しながらクリックしていただくと、それぞれの動画が見られます。

（１）「生きている遺産」を用いた学校教育とはどういうことでしょうか？ - YouTube
（２）無形文化遺産を用いた教育は、なぜ重要なのでしょう？ - YouTube
（３）私は学校の先生です。どうやったら無形文化遺産を授業に取り入れることができるでしょうか？ - YouTube
（４）私は親/地域住民です。無形文化遺産を使った教育に、どのように協力できるでしょうか？ - YouTube
（５）私は学校の管理職です。どうやったら、先生の無形文化遺産を使った授業づくりに協力できるでしょうか？ - YouTube
（６）私は生徒です。私の文化遺産を維持するには、どうすればよいですか？ - YouTube
（1）～（６）の動画は下記にあります。
https://www.youtube.com/playlist?list=PLWuYED1WVJIP6MhyV72nhlzXywOriydY2

なお、2010年には日本ユネスコ国内委員会が「文化的表現の多様性の保護及び促進に関する条約の締結に向けた取り組みについて（建議）」を採択しています。
文化的表現の多様性の保護及び促進に関する条約の締結に向けた取り組みについて（建議）：文部科学省 (mext.go.jp)
この建議では、日本としても各国、各民族が互いの文化を理解し、尊重し、多様な文化を認め合うことは重要であるとの見地から条約の締結に向けて政府が積極的に必要な措置をとることを求めています。
日本ユネスコ協会連盟　事務局　文化事業部
